
関係者各位            

令 和 7 年 1 1 月 吉 日 

                            愛育学園  (特別支援学校） 

                                  校 長  大 羽  太 郎 

 

愛育学園創立 70 周年記念 

公開研究会のご案内（二次案内） 

 

 この度はお忙しい中、愛育学園創立 70 周年記念公開研究会の参加をご予定下さり誠にありがとうご

ざいます。二次案内をご送付いたします。 

 当日は、皆様と意見を交換し合い、現場を共にするものとして同じ立ち位置でお話しできましたら幸

いです。 

 

 

1. テーマ  これからの教育・保育について 

        ―困難さと向き合い続ける中で、現在から未来へ向けて今思うこと―  

 

2. 開催日  令和７年 11 月 21 日（金） 

 

3. 会 場  社会福祉法人恩賜財団母子愛育会４階 （愛育学園隣りの建物） 

 

4. 内 容  記念講演・座談会・ラウンドテーブル・学校施設内見学・講評 

 

5. スケジュール 

9:30  ～ 10:00 受   付 

10:00 ～ 11:00 全体会①  

挨拶   ：    理事長 冨田哲郎 

         祝辞 

         学校説明：  校長 大羽太郎 

11:00 ～ 12:00 記念講演 

愛育養護学校の 70 年の歴史が問いかけるもの 

―「ケアの倫理」の視点から考える― 

佐久間亜紀（慶應義塾大学教職課程センター教授） 

12:00 ～ 13:00 休   憩 

13:00 ～ 14:30 座談会 「愛育の教育・保育の歩み」 

      数十年にわたって愛育学園の現場に立っている３名の職員が、

それぞれの立ち位置からの話題提供を行います 

高橋麗子     「子どもから始まる保育」 

 佐治由美子 「困難さと向き合う中で磨かれてきた保育の柱」 

徳岡久枝     「保護者との対話から学んだこと」 

司会  吉國陽一 （田園調布大学子ども教育学科准教授） 



14:40～16:10 ラウンドテーブル 

グループごとに部屋に分かれ、現職教員実践発表の後、意見交換となります 

グループ①   高田麗 ・ 高石史子  

②   畑中友美 ・ 湯浅周子  

③   廣瀬里奈子 ・ 橋本高子  

16:10～17:20 全体会②    

学校施設内見学 

講評        佐久間亜紀 

17:30～19:00 懇親会 

       

記念講演の講師をご紹介いたします。 

 

佐久間
さ く ま

 亜紀
あ き

     慶應義塾大学 教職課程センター 教授 

【プロフィール】 

1968 年東京生まれ。早稲田大学教育学部卒業。東京大学大学院教育学研究科博士課程単位取得退学後、博士

（教育学）。東京学芸大学准教授、上越教育大学准教授、スタンフォード大学客員研究員などを経て現職。

日本教育方法学会・日本教師教育学会理事。 

 

専門は、教育学（教育方法学、教師教育、専門職論）。約 30 年間教員の養成に携わり、日米の学校現場や

教員の実情に詳しい。教師の専門性やその歴史に関する比較史研究を行い、国際的に活躍すると共に、教員

不足など現代の教職が直面する問題について調査や政策提言を行っている。 

 

授業研究会「第三土曜の会」主宰。アメリカ・フォーダム大学法科大学院の臨床授業講師(2022-23)、カナ

ダ・トロント大学マンク・スクール招聘講演(2023 年)。衆議院文部科学委員会参考人（2022 年）、参議院

国会議員政策担当秘書研修講師（2023、2024、2025 年）、国際教師教育学会大会基調講演(2025 年)など。 

 

主著に『アメリカ教師教育史』（東京大学出版会、2017 年、第 13 回平塚らいてう賞受賞）、共編著に『公

教育を問い直す』（世織書房、2023 年）、『現代の教師論』（ミネルヴァ書房、2019 年）、共著書に『教

員不足クライシス』（旬報社、2023 年）、『教育論の新常識－格差・学力・政策・未来』（中公新書ラクレ、

2021 年）、『教員不足』（岩波新書、2024 年）など。 

 

 

 

問い合わせ先 〒106‐0047  東京都港区南麻布 5－6－8 愛育学園（特別支援学校） 

       電話 03‐3473‐8319 メールアドレス aiikugakuen@aiiku-gakuen.ac.jp 


